
野村宏伸　

1984年、角川映画「メイン・テーマ」主演薬師丸ひろ子の相手役オーディションで23,000人の中から

選ばれ俳優デビュー。

第８回日本アカデミー賞の新人賞を受賞。

1986年に「キャバレー」で映画初主演。

1987年に「ラジオびんびん物語」でテレビドラマ初出演も果たし、「榎本」という役で脚光を浴びる

。映画「学校の怪談」、NHK朝ドラ、テレビドラマ「とんび」、他多数出演。

2020年に角川春樹最後の監督作品「みをつくし料理帖」に出演を果たす。

役者としての演技活動を主力として、映画、ドラマ、バラエティー、CM、ナレーションや吹き替え等

、本格派俳優としての地位を確立。

最近では、舞台を勢力的にこなす。
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